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平成 22 年 12 月期（連結･個別）業績予想との差異に関するお知らせ 
 

平成 22 年２月 15 日付「平成 21 年 12 月期 決算短信」にて開示いたしました、平成 22 年 12 月期第

２四半期連結累計期間（平成 22 年１月１日～平成 22 年６月 30 日）の業績予想数値を下記の通り修正

いたします。 

記 

 

１．平成 22 年 12 月期第２四半期連結累計期間（平成 22 年１月１日～平成 22 年６月 30 日）業績予想

数値の修正 

 

【連結】 

第２四半期連結累計期間（平成 22 年１月１日～平成 22 年６月 30 日）       (単位：百万円) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,447 △14 △16 △28 △22 円 74 銭

今回修正予想（Ｂ） 2,250 △17 △25 △48 △39 円 32 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △197 △ 3 △ 8 △20 △16 円 58 銭

増減率（％） △8.1 － － － －

（ご参考） 

前期（平成 21 年 12 月期第２四半

期連結累計期間）実績 

2,145 △ 135 △ 134 △ 142 △114円 23銭

 

【個別】   

第２四半期連結累計期間（平成 22 年１月１日～平成 22 年６月 30 日）       （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 1,939 27 26 2 2 円 08 銭

今回修正予想（Ｂ） 2,054 30 30 10 8 円 44 銭

増減額（Ｂ－Ａ） 115 3 4 7 6 円 36 銭

増減率（％） 6.0 11.9 15.6 305.7 305.7

（ご参考） 

前期（平成 21 年 12 月期第２四半

期累計期間）実績 

1,978 △ 94 △ 93 △ 104 △83 円 75 銭

会 社 名  共同ピーアール株式会社 

代表者名   代表取締役社長 大橋 榮 

  （ＪＡＳＤＡＱ・コード番号：２４３６） 

問合せ先 

 役職・氏名 管理局局長・福嶋 慶久 

 電話 ０３－３５７１－５１７２ 



 

２．修正の理由 

（１）連結 

平成22年12月期の第２四半期連結累計期間における連結売上高につきましては、2,447百万円を予

定しておりましたが、197百万円未達の2,250百万円となる見込みであります。これは、国内におきま

しては共和ピー・アール株式会社および株式会社共同ＰＲメディックスが、海外子会社におきまして

は共同拓信公関顧問（上海）有限公司および韓国共同ＰＲ株式会社の売上高が当初計画に対し未達に

終わったことによるものであります。共同拓信公関顧問（上海）有限公司においては、当初予定した

リテイナー案件の受注ができなかったこと等により当初計画の売上高に比べ23百万円未達の33百万

円となりました。また、韓国共同ＰＲ株式会社においては、営業基盤の確立のため積極的な提案活動

を行ってまいりましたが、営業開始から間もないことから受注に結びつかない案件もあり、同36百万

円未達の51百万円となりました。 

連結営業損益につきましては、14百万円の損失を予定しておりましたが、当初計画よりも損失額が

3百万円増え、17百万円の損失となる見込みであります。これは、共同拓信公関顧問（上海）有限公

司、韓国共同ＰＲ株式会社の業績が計画通りに伸展せず、それぞれ営業損失を27百万円（当初計画に

対し４百万円の損失増加）、27百万円（当初計画に対し19百万円の損失増加）計上したことが最大の

要因であります。 

なお、これまで課題としておりました人件費を含めた販売費及び一般管理費につきましては、当初

の計画から改善しております。 

連結経常損益につきましては、16百万円の損失を予定しておりましたが、25百万円の損失となる見

込みであります。これは、上記の理由による利益の減少によるためであります。 

連結当期純損失につきましては、当初計画（28百万円の損失）に対し20百万円の損失増加の48百万

円となりました。 

 

（２）個別 

個別におきましては、売上高につきましては、1,939百万円を予定しておりましたが、115百万円増

加して2,054百万円となる見込みであります。主軸であるリテイナー、およびペイドパブリシティに

つきましては、計画をやや下回る結果となりましたが、官庁関係を含めたスポット案件で計画を30％

程度上回る伸びを示したことが最大の要因です。 

営業利益に関しましては、当初計画しておりました27百万円から3百万円増加し、30百万円となり

ました。売上高の伸びほど、営業利益が増加しなかった理由としては、売上高の増加要因が、比較的

原価率の高いスポット案件での増加が主であったためであります。経常利益に関しましても当初計画

の26百万円から4百万円増加して30百万円となりました。当期純利益におきましては、当初計画の2百

万円の利益から8百万円増加し10百万円となりました。 
 

３．通期業績予想について 

   平成 22 年 12 月期の連結業績、個別業績につきましては、平成 22 年２月 15 日付「平成 21 年 12

月期 決算短信」にて開示いたしました予想数値に変更はありません。 

 

４．配当予想について 

 平成 22 年 12 月期における中間配当につきましては、当初の予定通り１株当たり 15.00 円を予定

しており、変更はありません。 

 

以上 

■ 見通しに関する注意事項 

業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しており、

実際の業績は予想と大幅に異なる場合があります。 


